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１．概要（Summary） 

超伝導転移端温度計（Transition-Edge Sensor: 

TES）型マイクロカロリメータは優れたエネルギー分解能

が特徴の放射線検出器である。我々は 200 keV程度〜2 

MeV 程度のガンマ線用の TES 型マイクロカロリメータを

開発しており、さらにエネルギーだけでなく検出器への放

射線入射位置も検出できる位置検出型 TES型マイクロカ

ロリメータ(Position -Sensitive TES: PoST) の開発を目

指している。今年度は①位置検出の原理実証実験と、②

放射線吸収体を TES温度計に熱的に接続するための構

造体の製作実験を行った。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 プラズマ CVD、リアクティブイオン

エッチャー、電子ビーム描画装置、スピンコーター、マスク

アライナ、両面マスクアライナ、膜厚測定器、超純水製造

装置、ドラフトチャンバー、ダイシングソー 

【実験方法】 

 ①では、SOI 基板上に温度計素子を製作した。基板表

面の窒化シリコンと裏面の酸化シリコンの積層とエッチン

グを共同研究開発センターで行った。TES の形成、アル

ミニウム配線の形成、メンブレン構造の形成は宇宙科学

研究所と首都大学東京で行なったが、それらに使用した

フォトマスクはすべて共同研究開発センターで製作した。

さらに、九州大学において１本の長い放射線吸収体の両

端に１個ずつ温度計素子を接着することで PoST を製作

し、137Cs線源を用いてガンマ線照射実験を行った。 

 ②では、PoSTのエネルギー分解能の改善を目的として、

共同研究開発センターにおいて、厚膜フォトレジスト

SU-8により高さ 25 m、直径 30 m〜100 mの構造体

を TESの金とチタンの上に形成することを試みた。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 ①で製作した温度計素子の写真をFig. 1に示す。吸収

体への入射位置と温度計との距離に依存した信号波形

が Fig. 2のように得られ位置検出の原理実証ができた。 

 

 

 

 

Fig. 1 Picture of a TES device. 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 Position-dependent gamma-ray signals. 

 ②では、金の上に SU-8構造体を形成することができた。

一方、チタンの上には密着性が足りず SU-8 構造体を形

成できないことがわかった。 
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